
「マイナーコード」も「メジャーコード」と同様に、デリケートな存在です。

「マイナーコード」は、「真っ黒な紙」のようなものです。

ここに、わずかでも「白い点」がつくと目立つんです。

ところが。

「セブンス・コード」は、白でもない、黒でもない、『グレーゾーン』です。

コードの時点では、正体不明です。ただ、濁っているだけ。

ところが、濁った音に一音を追加したときに、その音が、急に光を放ったり、爆発します。

マジです。

実験してみましょう。

—

【実験２】『Ｄ７』に、半音をぶつけてみる

「D、F#、A、C」の「D7」に、「F」を追加してみましょう。
ＦとＦ＃は、ぶつかるはずです。

クラシックの世界では、許されない。

ところが…

【D7+Ｆ】

・D
・F#
・A
・C　←　セブンス音
・F　←　追加した音

「あれ？？」

なんかちょっとお洒落じゃん。

むしろ「響きが豊か」になります。

なぜかというと、ドミナントとして追加した「C」が、「F」と共鳴するからです。



—

◇　コードに半音を追加する実験

【実験パターン１】　コードの中に半音を追加する

（左）Ｄメジャーコードの『中』にＦを入れる。

メジャーの明るい響きが、一気にどす黒くなる。(不協和音）

（右）Ｄ７の中にＦを入れる。

Ｃがオブラートになって、Ｆの進入が気にならない。

—

【実験パターン２】　コードの外に半音を追加する

（左）Ｄメジャーコードの『上』にＦを置く。

Ｆを置いた瞬間、Ｄメジャーの響きが破壊される。

（右）Ｄ７の上にＦを置く。

Ｃが『防御壁』となって、Ｆと共鳴する。Ｄメジャーの響きはそのまま守られる。

（左）は、音が薄くなる。（右）は全ての音が共鳴しているので、音が分厚くなる。



半音を追加する実験、どうでしたか？

「え、オレ、違いがわからないんだけど…」
という人もいるかもしれません。安心してください！

後述しますが、プロの現場にも、『半音がぶつかっても』わからない人がいます！

私も自信がない。

…。

しかし、「D、F#、A、C」と「Ｆ音」が共鳴するのは、「気のせい」ではありません。
宗教でもありません。物理科学です。

（注：クラシックの音楽理論は、『物理科学的な、音の共鳴関係』を根拠にしている。単なる、思い

込みの個人的な感覚ではない。）

『Ｆ音』の共鳴は、物理科学的に説明すると、こうなります。

「D、F#、A」の和音（Ｄメジャー）の中には、『F音』と『共鳴する音（周波数）』がない。
だから、「F」を鳴らすと反発される。

（注：半音がぶつかったときの『反発』の感じ方は人それぞれ。「響かない」、「全体の音が薄くな

る」、「邪魔しあう」など…色々な印象の受け方がある。耳で聴いて、自分なりの言葉に、落としこ
まないといけない。）

一方、「D、F#、A、C」の和音（Ｄ７）に『F音』を追加する場合、「C音」と「F音」は、Ｄマイナース
ケール上で、「完全四度」という『安定した共鳴の響き』の関係にあります。

（注：『完全四度』『完全五度』などは、物理科学的に、音の周波数帯が強く共鳴する関係。個人

の好みの話ではない。）

ですので、「Ｄ７」上で『Ｆ音』が鳴ると、『Ｃ音』と共鳴して、響きが大きくなって、全体の響きの中

に、違和感なく『Ｆ音』が取り込まれるのです。



第二章　

ブルースの特異性：12音が全て使える『ルール化不可能な世界』

◇　『セブンス・コード』によって『スケール外の音が許容される』？

「なぜ、君は、セブンス・コードを使うのか？」

「そこに、セブンス・コードがあるからさ：」

…

では、ありません。

「コードがお洒落だから」だとか、そんな単純な話でもありません。

理由を端的に言うと、Ｄメジャーコードに、『Ｃ音』を追加して、「Ｄ７」にすると、色々な音に共鳴し

やすくなり、Ｄメジャースケール以外の音を「許容できるようになる」からです。

『Ｃ』の、たった一音が、Ｄメジャースケール以外の音の『踏み台』として機能するのです。

実験してみましょう。

皆さんが、音楽の時間に習った「チューリップ」の曲。

ドレミ～ドレミ～ファミレドレミレ～

「チューリップ」は『Ｃメジャースケール』の曲です。

これを、あえて『Ｄメジャーコード』の上で弾いてみてください。

音が濁ったり『薄い』と感じると思います。

『Ｃメジャースケール』と、『Ｄメジャーコード』は反発します。

（気にならない人もいるかもしれませんが…）



ところが、『Ｄ７』の上で、Ｃメジャースケールで『ドレミ～ドレミ～ファミレドレミレ～』と弾くと、分厚

い音で、綺麗に聴こえます。（注）

『Ｃ音』が踏み台になっているからです。

（注：「Ｄ７」上の「ドレミ~ドレミ~」は、「Ｃメジャースケール」というより、「Ｄドリアン」で解釈するのが
自然。でも、ややこしいので省略。）


